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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

 当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、資源価格や株価の下落、円高の進行等によって、企業業績の動向

に慎重な見方が広がるとともに、個人消費についても力強さを欠くものとなりました。

 当社の属する衣料品小売業界におきましては、インターネット販売の市場は拡大を継続しているものの、百貨店

をはじめとした、実店舗における販売は低調に推移しております。

 このような状況のもとで、当社は、前事業年度より引き続き、商品力の強化、戦略的な店舗展開、人材の確保と

育成、インターネット販売の強化等に取り組んでまいりました。

 また、前事業年度より開始した業態「ＵＮＩＴＥＤ ＴＯＫＹＯ」につきましても、当事業年度も引き続き、積

極的に経営資源を投入しました。 

 出店は、ＳＴＵＤＩＯＵＳ業態におきましては、「ＳＴＵＤＩＯＵＳ 博多店」、「ＳＴＵＤＩＯＵＳ ３ｒｄ

原宿店」、「ＳＴＵＤＩＯＵＳ ＣＩＴＹ 新宿店」、「ＳＴＵＤＩＯＵＳ ＣＩＴＹ 名古屋店」、「ＳＴＵＤ

ＩＯＵＳ ＵＳＥＤ 原宿店」の５店舗がオープンいたしました。なお、「ＳＴＵＤＩＯＵＳ ＣＩＴＹ」は、既

存店舗に比べ、ハイエンドな顧客層をターゲットとしまして、当事業年度より開始いたしました派生業態でありま

す。また、「ＳＴＵＤＩＯＵＳ ＵＳＥＤ」は、リユース業界における成長市場の発見を目指して出店した派生業

態であります。ＵＮＩＴＥＤ ＴＯＫＹＯ業態においては、「ＵＮＩＴＥＤ ＴＯＫＹＯ 福岡店」がオープンい

たしました。 

 以上により、当第１四半期累計期間の売上高は、1,880,442千円（前年同期比51.7％増）、営業利益220,817千円

（前年同期比87.6％増）、経常利益220,829千円（前年同期比88.0％増）、四半期純利益147,768千円（前年同期比

100.7％増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明 

（資産） 

 当第１四半期会計期間末の資産合計は、3,099,532千円と前事業年度末に比べて307,356千円の増加となりまし

た。これは主に、売掛金122,231千円の増加と、建物121,888千円の増加があったためであります。

（負債）

 当第１四半期会計期間末の負債合計は、1,136,288千円と前事業年度末に比べて159,587千円の増加となりまし

た。これは主に、買掛金が39,071千円、未払法人税等が58,681千円、賞与引当金が30,682千円減少したものの、流

動負債のその他に含まれる未払費用が63,757千円、長期借入金が200,000千円増加したためであります。

（純資産）

 当第１四半期会計期間末の純資産合計は、1,963,244千円と前事業年度末に比べ147,768千円増加し、自己資本比

率は63.3％となりました。これは、四半期純利益の計上に伴い、利益剰余金が147,768千円増加したためでありま

す。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の業績見通しにつきましては、平成28年４月13日付「平成28年２月期決算短信」で公表しました業績予想から

変更はありません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告32号 平成28年６月17日）を当第１四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備

及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

 なお、これによる当第１四半期累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

  前事業年度 
（平成28年２月29日） 

当第１四半期会計期間 
（平成28年５月31日） 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 958,376 985,094 

売掛金 338,853 461,085 

たな卸資産 681,266 710,124 

その他 58,093 52,108 

流動資産合計 2,036,590 2,208,412 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 372,313 494,201 

その他（純額） 35,254 20,831 

有形固定資産合計 407,568 515,033 

無形固定資産 8,503 10,296 

投資その他の資産    

差入保証金 324,537 349,696 

その他 14,976 16,093 

投資その他の資産合計 339,514 365,789 

固定資産合計 755,586 891,120 

資産合計 2,792,176 3,099,532 

負債の部    

流動負債    

買掛金 577,748 538,677 

未払法人税等 131,711 73,030 

賞与引当金 55,649 24,966 

ポイント引当金 16,492 22,235 

その他 189,769 272,045 

流動負債合計 971,372 930,955 

固定負債    

長期借入金 - 200,000 

その他 5,328 5,332 

固定負債合計 5,328 205,332 

負債合計 976,700 1,136,288 

純資産の部    

株主資本    

資本金 260,595 260,595 

資本剰余金 244,595 244,595 

利益剰余金 1,310,284 1,458,052 

株主資本合計 1,815,476 1,963,244 

純資産合計 1,815,476 1,963,244 

負債純資産合計 2,792,176 3,099,532 

 

- 3 -

㈱ＴＯＫＹＯ　ＢＡＳＥ　(3415)　平成29年２月期　第１四半期決算短信



（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第１四半期累計期間 
(自 平成27年３月１日 

 至 平成27年５月31日) 

 当第１四半期累計期間 
(自 平成28年３月１日 
 至 平成28年５月31日) 

売上高 1,239,965 1,880,442 

売上原価 590,949 858,523 

売上総利益 649,015 1,021,919 

販売費及び一般管理費 531,291 801,101 

営業利益 117,724 220,817 

営業外収益    

受取利息 0 - 

その他 56 191 

営業外収益合計 56 191 

営業外費用    

支払利息 323 180 

その他 18 - 

営業外費用合計 342 180 

経常利益 117,438 220,829 

税引前四半期純利益 117,438 220,829 

法人税等 43,809 73,060 

四半期純利益 73,628 147,768 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第１四半期累計期間（自 平成27年３月１日 至 平成27年５月31日） 

 当社は、衣料品販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ 当第１四半期累計期間（自 平成28年３月１日 至 平成28年５月31日） 

 当社は、衣料品販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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